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1. はじめに

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分，これまでに経験したこ

とのない大きなゆっくりとした揺れ。その日は，我々の委

員会の前身である工場電気設備雷害対策調査専門委員会

を，都内で開催していた。突然の大きな揺れに恐怖を感じ，

テーブルの下に身を隠すのが精一杯だった。どこが震源地

か，どれ程の規模の地震なのか，なかなか情報が入らない。

しかし，しばらくすると予想をはるかに超える大きな地震

であり，信じられない情報・映像が飛び込んできた。

このような経験もあって，平成 23 年下期に工場電気設備

災害対策調査専門委員会を立ち上げ，地震，水害を中心と

した災害に対する電気設備の被害事例や対策事例の収集，

調査を実施してきた。

主に，国や各種団体から発行された被害事例や対策報告

書から電気設備に関連する情報を集め，工場電気設備に関

係する事例，参考となる事例に整理し，今後の工場電気設

備の設計に活かせる内容に絞り込んだものが本報告書であ

る。ちょっとした工夫や配慮により，大きな被害にまで至

らずに済んだ事例なども紹介している。是非，電気技術者

の皆様が，経験として学んでいただき，有効に活用してい

ただけることを期待するとともに，東北の一日も早い復興

を願うものである。

2． 電気設備災害事例と得られた教訓 

2.1 東日本大震災について 
東日本大震災は，三陸沖を震源とするマグニチュード（M）

9.0 の地震が発生し，宮城県栗原市で震度 7 をはじめ，宮城

県，福島県，茨城県，栃木県の 4 県の市町村で震度 6 強を

観測したほか，北海道から九州地方にかけての広い範囲で

震度 6 弱～ 1 を観測した．図 2.1 に日本列島地域ごとの震

度分布図を示す。この地震により，東北地方太平洋沿岸を

はじめとして全国の沿岸で津波が観測された．各地の津波

観測施設では，福島県相馬で 9.3m 以上，宮城県石巻市鮎川

で 8.6m 以上など，東日本の太平洋沿岸を中心に非常に高い

津波を観測した。図 2.2 に日本列島の各観測施設で観測され

た津波の高さを示す。図 2.3 に石巻市鮎川での地震発生後の

時間経過に対する潮位の変化を示す。

図 2.1 本震(M9.0，最大震度 7）の地域ごとの震度分布 
(1)

図 2.2 津波観測施設で観測された津波の高さ
(1)
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